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国民健康保険料引き上げ条例 × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
国民健康保険料を引き上げないことを求める陳情書 ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○
所得税法第56条の廃止を求める請願書 ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○
南スーダン等への自衛隊派遣を行わないことを求める意見書 ○ ○ ○ ○ × × × ○ × × × × × × × × ○ × × ○ ○ × × × × × ○
オスプレイ国内配備と木更津基地拠点化中止を求める意見書 ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○

市民団体とともに2000万人署名に取り組む日本共産党流山
市議団。12月19日（土）おおたかの森駅自由通路でおこなわ
れた署名宣伝行動

　

昨
年
は
４
月
の
市
議
選
で
４
人

全
員
当
選
を
果
た
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
み
な
さ
ん
の
ご
支
援
と

ご
協
力
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

い
ま
日
本
の
政
治
は
、
安
倍
政

権
の
憲
法
を
無
視
し
た
暴
走
に

よ
っ
て
、
憲
法
を
守
る
立
憲
主
義

と
民
主
主
義
を
破
壊
し
、
独
裁
政

治
へ
の
道
を
許
す
か
ど
う
か
の
瀬

戸
際
で
す
。
２
０
１
６
年
は
参
議

院
選
挙
の
年
。
昨
年
に
も
ま
し
て

激
動
の
年
と
な
り
ま
す
。

　

日
本
共
産
党
は
、
戦
争
法
廃
止

の
一
点
で
一
致
す
る
あ
ら
ゆ
る
政

党
、
団
体
、
個
人
と
の
共
同
を
広

げ
ま
す
。
戦
争
法
・
安
保
法
制
を

強
行
し
た
自
民
・
公
明
を
少
数
派

に
追
い
込
む
た
め
に
力
を
合
わ
せ

ま
し
ょ
う
。

 

＊　

＊　

＊　

＊

　

４
期
目
を
迎
え
た
井
崎
市
政
は

沿
線
開
発
と
市
民
総
合
体
育
館

（
50
億
円
）な
ど
「
身
の
丈
」
に
合

わ
な
い
大
型
事
業
を
推
進
。
い
ま
、

特
定
企
業
の
儲
け
に
つ
な
が
る
官

民
連
携
事
業
を
お
お
た
か
の
森
駅

前
市
有
地
で
展
開
し
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。
一
方
で
、
国
保
料
や
保

育
料
の
値
上
げ
、
敬
老
祝
い
金
縮

小
な
ど
負
担
増
と
福
祉
切
り
捨
て

が
目
白
押
し
で
す
。

　

今
年
も
開
発
優
先
の
井
崎
市
政

と
対
決
、
税
金
の
ム
ダ
使
い
を
た

だ
し
、
市
民
の
命
と
暮
ら
し
を
守

り
ま
す
。

●
自
衛
隊
へ
の
市
内
青
年
名
簿
を

提
供
し
な
い
と
確
約

●
放
射
能
汚
染
焼
却
灰
の
保
管
強

化
●
自
治
会
防
犯
灯
管
理
負
担
の
削

減
へ

●
商
店
街
街
路
灯
の
業
者
負
担
を

軽
減

●
救
急
病
院
の
助
成
金
引
き
上
げ

●
住
民
健
診
・
心
電
図
検
査
の
予

算
復
活

　

日
本
共
産
党
流
山
市
議
団

は
、
12
月
議
会
で
「
南
ス
ー

ダ
ン
等
へ
の
自
衛
隊
派
遣
を

や
め
よ
」、
「
木
更
津
基
地

へ
の
オ
ス
プ
レ
イ
配
備
を
や

め
よ
」
と
い
う
二
つ
の
意
見

書
を
提
出
し
ま
し
た
。
安
保

法
制
（
戦
争
法
）
成
立
を
受

け
て
「
戦
争
す
る
国
」
へ
の

具
体
化
が
進
行
し
て
い
ま
す
。

戦
闘
地
域
へ
の
自
衛
隊
派
遣

は
、
現
地
で
の
民
間
人
の
命

を
脅
か
す
と
と
も
に
、
日
本

が
テ
ロ
攻
撃
の
対
象
に
な
る

危
険
を
増
す
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

ま
た
、
オ
ス
プ
レ
イ
の
木

更
津
基
地
へ
の
配
備
は
、
流

山
市
上
空
を
同
機
が
飛
来
す

る
な
ど
危
険
が
い
っ
ぱ
い
。

　

青
年
・
学
生
、
マ
マ
さ
ん

や
市
民
団
体
、
労
働
組
合
や

学
者
、
弁
護
士
な
ど
29
団
体

が
共
同
で
「
戦
争
法
廃
止
の

２
０
０
０
万
統
一
署
名
」
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
私
た

ち
は
こ
の
運
動
を
成
功
さ
せ
、

み
な
さ
ん
と
ご
一
緒
に
憲

法
・
平
和
・
民
主
主
義
確
立

へ
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。

●
市
営
住
宅
の
家
賃
減
免
制
度
の

周
知
徹
底

●
Ｔ
Ｘ
８
両
化
の
実
現
に
向
け
て

の
取
り
組
み
強
化

●
小
中
学
校
校
舎
更
新
に
向
け
た

基
礎
調
査
公
表
へ

●
南
部
中
・
北
部
中
・
西
初
石
小

に
防
災
備
蓄
倉
庫
Ｈ
27
年
度
末

ま
で
に
設
置
実
現
へ

●
小
学
校
に
エ
ア
コ
ン
設
置
実
現

（
こ
れ
で
小
中
学
校
に
エ
ア
コ

ン
設
置
完
了
）

●
運
動
公
園
脇
交
差
点
・
セ
ン
ト

ラ
ル
パ
ー
ク
駅
入
口
交
差
点
・

江
戸
川
台
三
角
公
園
前
に
信
号

機
設
置
実
現

そ
の
他

み
な
さ
ん
と
力
を
あ
わ
せ
て

実
現
し
ま
し
た
。

（
２
０
１
５
年
の
実
績
）

「
自
衛
隊
派
兵
や
め
よ
」
な
ど
意
見
書
提
出

「
戦
争
法（
安
保
法
制
）廃
止

　
　
　
　

 

２
０
０
０
万
署
名
」を
広
げ
よ
う

迎
春
迎
春

2016年

日
本
共
産
党

戦争しない政治をご一緒に戦争しない政治をご一緒に
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小田桐たかし



身
近
な
要
求
実
現

道
路
冠
水
へ
の
対
策

実
現
へ（
三
輪
野
山
）

い
ぬ
い
紳一郎

徳
増
き
よ
子

か
っ
ぱ
寿
司
横
歩
道

ポ
ー
ル
設
置

植
田
　
和
子

森
の
倶
楽
部
、ス
ロ
ー
プ
横
の

敷
石
、ぐ
ら
つ
き
改
善

側
溝
フ
タ
か
け

　
　
　
　
　（
駒
木
台
）

小
田
桐
た
か
し

　平日夜９時から翌朝８時まで小児初期救急を委託されてい
る東葛病院では、小児救急による赤字（4000万円前後）と
小児科医の不足で、「小児救急が続けられない」との声も…。
「母になるなら、流山市。」と市が宣伝（プロモーション）し、
子育て世代を誘致しても、小児
救急が大幅縮小すれば、安心し
て暮らすことはできません。
　日本共産党は、救急病院への
財政支援がプロモーション費よ
りも少ないと厳しく指摘。命を
守る小児救急医療の強化を強く
求めました。

小児救
急

医療
なんと広告宣伝費
より少ない支援
なんと広告宣伝費
より少ない支援

　
「
同
じ
症
状
で
来
院
し
て

も
診
察
す
る
の
は
子
ど
も
だ

け
」…

…
深
刻
な
市
民
生
活

の
一
端
を
医
師
も
語
り
ま
す
。

そ
ん
な
中
で
流
山
市
は
、
平

均
３
・
６
％
１
億
４
８
０
０

万
円
の
国
保
料
値
上
げ
を
提

案
し
ま
し
た
。

　
「
値
上
げ
は
や
む
を
得
な

い
」
と
自
民
・
公
明
な
ど
が

賛
成
。
日
本
共
産
党
は
「
国

が
追
加
の
財
政
支
援
を
し
た

年
に
値
上
げ
す
る
の
は
お
か

し
い
。
家
族
が
多
い
ほ
ど
負

担
が
大
き
く
な
る
値
上
げ
は

中
止
す
べ
き
」
と
反
対
し
ま

し
た
。

基
準
が
緩
和
さ
れ
た
訪
問
介

護
利
用
者
は
た
っ
た
９
人

　

他
市
に
先
駆
け
４
月
か
ら

始
め
た
軽
度
者
の
介
護
保
険

外
し
、
10
月
末
現
在
で
９
３

　

年
金
削
減
、
消
費
増
税
、

雇
用
破
壊
、
医
療
介
護
の
改

悪…
…

貧
困
と
格
差
が
大
き

く
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
共
産
党
は
、
生
活
保

護
制
度
を
正
し
く
知
ら
せ
、

さ
ら
に
、医
療
費
の
支
払
い
困

難
な
方
に
は
無
料
低
額
診
療

（
市
内
で
は
東
葛
病
院
だ
け
）

や
国
保
の
病
院
窓
口
負
担
の

減
免
制
度
の
周
知
を
提
案
。

　

ま
た
、
全
国
で
広
が
っ
て

い
る
保
育
料
負
担
軽
減
策
や

非
婚
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
へ
の

寡
婦
控
除
適
用
、
就
学
援
助

の
充
実
拡
大
を
求
め
ま
し
た
。

　

い
ま
流
山
市
で
は
、
就
学

援
助
の
対
象
と
な
る
所
得
基

準
を
引
き
上
げ
る
こ
と
が
議

論
さ
れ
て
い
ま
す
。「
学
ぶ

子
に
こ
た
え
る
、流
山
市
。」

を
守
る
世
論
と
運
動
を
広
げ

ま
し
ょ
う
。

　

来
年
度
の
値
上
げ
は
国
保

料
に
留
ま
り
ま
せ
ん
。
保
育

料
は
２
年
連
続
、
市
民
総
合

体
育
館
利
用
料
は
３
〜
４
倍

の
値
上
げ
と
な
る
団
体
も
。

し
か
も
、
昨
年
の
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
値
上
げ
、
今

年
の
介
護
保
険
料
値
上
げ
に

続
き
、
３
年
連
続
で
す
。
更

に
消
費
税
10
％
増
税
も
含
め
、

負
担
増
は
再
来
年
ま
で
続
く

こ
と
も
。

　

日
本
共
産
党
の
告
発
に
、

最
後
ま
で
否
定
で
き
な
い
市

当
局
に
、
大
規
模
開
発
優
先

の
税
金
の
使
い
方
を
切
り
替

え
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

４
人
に
の
ぼ
り
ま
す
。
し
か

し
、
99
％
の
利
用
者
は
今
ま

で
通
り
の
介
護
を
求
め
て
い

ま
す
。
利
用
者
の
願
い
を
無

視
し
た
『
手
抜
き
』
介
護
の

押
し
つ
け
は
許
せ
ま
せ
ん
。

　
世
界
と
日
本
の
情
勢
が
激
動
す
る
中
で
開
催
さ
れ
た
12
月
議
会
。
日
本
共

産
党
は
、
都
市
間
競
争
に
駆
り
立
て
ら
れ
、
身
の
丈
に
合
わ
な
い
大
型
事
業

を
推
進
す
る
井
崎
市
政
を
厳
し
く
批
判
。
国
保
料
値
上
げ
に
反
対
し
、
国
民

に
は
何
の
利
益
も
な
い
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
か
ら
、
市
民
生
活
を
守
る
た
め
に
奮

闘
し
ま
し
た
。

　25億円つぎ込んだ流山セントラルパーク駅前市
有地は、賃貸マンションと私立幼稚園・私立小学校
に提供（50年の定期借地）され、市民のほとんど
が市有地を活用できません。
　おおたかの森駅北口市有地も、35億円を投入し
確保。市民の公共公益性の向上が期待されましたが、
井崎市長は、計画・設計・建設・運営の全てを大手
民間事業者にゆだね、各種の入札や備品購入、各施
設の料金も事業者の意向が優先されます。これで本
当に公共公益性が確保されるのでしょうか。

おおたかの森駅前市有地

公共公益性が一番大事公共公益性が一番大事公共公益性が一番大事

国保
介護
国
保
料
引
き
上
げ
に
反
対
し
ま
し
た

子
だ
く
さ
ん
ほ
ど
負
担
が
重
く

くらし

保
育
料
の
軽
減
、

就
学
援
助
の
充
実
を
提
案

負担増

５
年
連
続
の
負
担
増
計
画

否
定
で
き
ず
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